
松本市、（一財）松本ものづくり産業支援センター
（公財）長野県テクノ財団アルプスハイランド地域センター

■共催：松本地域産学官連絡会■主催

6/6 木

令和元年

14：00～17：00（13：30受付開始）

■会場／松本ものづくり産業支援センター
　　　　　 （松本市和田4010-27）
　　　　　　松本市情報創造館庁舎　5Ｆホール

■日時／

■

■

■

■

参 加 費

募集人員

申込期限

申込方法

無料
50名
令和元年5月31日（金）
下記申込書をご記入のうえ、
ＦＡＸ・メールにてお申込みください。

／

／

／

／

【産業用ロボット等高度利用化研究会】特別講演会【産業用ロボット等高度利用化研究会】特別講演会

久保田和雄 氏

三明機工株式会社　
代表取締役社長

製造業のための
自動化の勘所
製造業のための
自動化の勘所
～ＳＩｅｒ事業視点からの技術提案～～ＳＩｅｒ事業視点からの技術提案～
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「製造業のための自動化の勘所」参加申込書

住　　所
〒

（役職）

企業名

E-mail

電話番号

※本申込書にご記入いただいた個人情報は、募集イベントの登録情報として利用するほか、(一財)松本ものづくり産業支援センターからの各種イベント
　のご案内の送付に用いるもので、他の用途へは一切使用しません。

参加者名 お名前

FAX：0263-40-1001
E-mail：info@m-isc.jp

時　　間

プログラム

14：00～14：10

14：10～15：10

内　　　　　　　　容

ＳＩｅｒ協会会長　久保田和雄 様（三明機工株式会社　代表取締役社長）

15：20～16：00
（40分）

主催者事務連絡・挨拶等

労働環境の改善や人手不足に対応するための製造工程の自動化要求は高まっています。高度な自
動化装置やロボット等を活用した製造ライン構築には構想の段階から専門のエンジニアリング企
業（システムインテグレータ：ＳＩｅｒ）が幅広く関わり数々の事業者の要望に応えています。一般
社団法人日本ロボット工業会は２０１８年にＳＩｅｒ事業者の連携、技術や製品規格の標準策定など
を目的に特定事業としてＦＡ・ロボットシステムインテグレータ協会（ＳＩｅｒ協会）の活動を開始し
ました。これまでの自動化システム等を事例として、ＳＩｅｒ事業者からみた自動化推進における課
題や今後の展望についてご講演頂きます。

手に関して（シナノケンシ株式会社　ＡＬビジネスユニット　副ビジネスユニット長　永井　裕様）

■技術紹介1

把持（掴む・握る）については、それぞれの対象物に合わせた専用設計が主流であるため、把持機
構の高価格・長納期・段取り費用増の傾向にあります。この技術課題をモータメーカならではの視
点で克服するべく、『「あらゆるものを把持」に挑戦！』をスローガンにロボットハンドの開発に着
手されました。この度発売するロボットハンドの狙いと今後の開発動向をご紹介頂きます。

16：05～16：45
（40分）

16：50～17：00
（10分）

インライン化に関して（株式会社三明　産業電機営業部　長野営業所 所長　樋口 恭平 様）

■技術紹介2

■名刺交換

既に製造装置はあるが、さらに進んだ自動化工程構築には既存装置をどう繋いで行けば良いの
か、装置への除給材、検査工程等を関連装置や工作機械と組み合わせ最適な自動化システム構築
のための構想、設計の仕方を導入事例を基にご紹介頂きます。

担当：杉本、伊藤
お問い合わせ先 松本ものづくり産業支援センター TEL.0263-40-1000


